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そ
れ
か
ら
九
ヶ
月
後
の

ら
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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一
九
一
一
四
年
、
エ
ス
サ
ー
・
エ
ミ
イ
・
シ
ェ
イ
ア
ー
（
一
八
八
九
～
一
九
四
五
）
は
、
グ
ル
ー
プ
〈
青
の
四
人
〉
（
□
一
の
国
一
目
①
ご
｝
①
『
）
を

ア
メ
リ
カ
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
汽
船
〈
ド
イ
ツ
号
〉
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
港
を
出
航
し
、
十
八
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
に
着
い
た
。

そ
れ
か
ら
九
ヶ
月
後
の
一
九
一
一
五
年
二
月
一
一
十
日
、
〈
青
の
四
人
〉
展
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
初
め
て
ひ

こ
う
し
て
ラ
イ
オ
、
ネ
ル
・
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー

八
青
の
四
人
Ｖ

■ 「

＜青の四人＞展の表題ページ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

こ
の
展
覧
会
の
目
録
に
短
い
前
書
き
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
添
え
て
ダ
ニ
エ
ル
は
、

次
の
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

一
九
二
四
年
、
ワ
イ
マ
ー
ル
で
創
設
さ
れ
た
く
青
の
四
人
〉
は
、
こ
ん
に
ち
中
央

お
よ
び
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
芸
術
の
精
神
を
象
徴
す
る
展
覧
会
を
、
ア
メ
リ
カ
で
ひ

ら
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
長
い
あ
い
だ
友
人
と
し
て
、
ま
た
収
集
家

と
し
て
〈
青
の
四
人
〉
の
画
家
た
ち
と
交
際
し
て
い
る
シ
ェ
ィ
ァ
ー
夫
人
が
、
彼
ら

の
作
品
を
通
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家
た
ち
の
精
神
的
交
流
を
期

待
し
て
い
る
、
と
。

（
一
八
七
一
～
一
九
五
六
）
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
フ
ォ
ン
・
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
六
四

佃

堅

輔
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セ
ェ
ィ
ァ
ー
は
、
な
ぜ
〈
青
の
四
人
〉
の
芸
術
家
た
ち
を
ア
メ
リ
カ
に
紹
介
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ア
ー
ト
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
拓
し
、
彼
ら
の
生
活
の
困
窮
を
少
し
で
も
救
お
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

一
九
一
一
一
一
一
年
か
ら
一
九
二
四
年
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
底
を
つ
い
て
い
た
が
、
こ
れ
は
疑
い
も
な
く
、

当
時
の
経
済
状
況
が
、
ま
さ
に
破
産
寸
前
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
一
一
一
一
一
年
一
月
ま
で
四
○
マ
ル
ク
だ
っ
た
新
聞
一
部
の
値
段
が
、
四
月
に
は
二
○
○
マ
ル
ク
、
七
月
に
は
八
○
○
マ
ル

ク
、
九
月
に
な
る
と
一
五
万
マ
ル
ク
、
と
暴
騰
し
た
。
人
び
と
の
生
活
は
、
お
そ
ろ
し
く
加
速
度
を
増
し
て
困
窮
し
て
い
っ
た
。
統
計
に

よ
れ
ば
、
’
九
一
一
一
一
一
年
一
月
の
ド
イ
ツ
人
の
生
活
費
は
、
第
一
次
大
戦
頃
と
比
べ
れ
ば
、
六
七
・
五
倍
に
ふ
く
れ
上
が
り
、
マ
ル
ク
貨
幣

価
値
の
急
な
下
落
に
よ
り
、
七
月
一
一
一
十
一
日
の
生
活
費
は
、
一
九
一
一
一
一
年
と
比
べ
る
と
、
三
万
九
○
○
○
倍
、
そ
し
て
さ
ら
に
九
月
四
日

に
は
、
一
二
○
万
倍
と
な
る
有
様
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
最
悪
の
経
済
状
況
で
は
、
作
品
を
売
っ
て
生
活
を
支
え
る
こ
と
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
芸
術
家
に
は
不
可
能
だ
っ
た
。
だ
か
ら

シ
ェ
ィ
ァ
ー
が
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
を
考
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

～
一
九
四
二
、
ヴ
ァ
シ
リ
ィ
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
六
六
～
’
九
四
四
）
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
（
一
八
七
九
～
一
九
四
○
）
の

四
人
に
よ
る
油
彩
画
、
水
彩
画
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
ふ
く
む
五
十
点
の
作
品
が
、
三
月
末
ま
で
展
示
さ
れ
た
。

一
」
の
展
覧
会
を
、
次
の
よ
う
な
新
聞
や
美
術
雑
誌
な
ど
が
取
り
あ
げ
た
。

〈
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
ー
タ
イ
ム
ズ
〉
一
九
一
一
五
年
一
一
月
一
一
十
一
一
日
付
、
ハ
ヨ
】
の
四
口
①
句
・
貝
Ｖ

〈
ザ
・
サ
ン
〉
一
九
一
一
五
年
一
一
月
一
一
十
一
日
付
、
ハ
レ
ヱ
の
三
⑦
『
・
巨
已
。
【
三
・
□
①
三
の
▽

〈
ア
ー
ト
ー
ニ
ュ
ー
ス
》
（
一
一
十
一
一
一
号
）
一
九
一
一
五
年
一
一
月
一
一
十
八
日
、
八
国
】
の
切
一
巨
①
句
・
巨
『
昌
冨
己
①
一
一
の
Ｖ

〈
デ
ァ
・
ツ
ィ
ッ
ェ
ロ
ー
ネ
》
（
十
七
号
）
一
九
一
一
五
年
一
一
月
一
一
十
八
日
、
八
』
」
の
の
①
一
一
巨
信
①
豆
ｚ
の
言
蜀
）
『
丙
Ｖ
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＜青の四人＞ ヨークニニユ

そ
し
て
彼
女
が
渡
米
し
よ
う
と
決
心
し
た
の
は
、
す
で
に
渡
米
し
て
い
た
ロ
シ
ア
生
ま
れ
の
彫
刻
家
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ア
ー
チ
ペ
ン

コ
を
始
め
、
ド
イ
ツ
系
の
画
家
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
・
メ
ェ
ラ
ー
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ベ
ア
・
ノ
イ
マ
ン
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
で
活
路
を
見
い

だ
し
た
芸
術
家
た
ち
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

２
 

ア
メ
リ
カ
に
持
っ
て
ゆ
く
作
品
を
制
作
し
た
芸
術
家
た
ち
で
、
〈
聿
自
の
四
人
〉
の
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
よ
う
と
シ
ェ
ィ
ァ
ー
が
思
い

た
っ
た
の
は
、
一
九
一
一
一
一
一
年
の
せ
わ
し
い
大
晦
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

彼
女
は
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
宛
に
、
「
す
ば
ら
し
い
考
え
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
わ
た
し
の
冒
険
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
で
き
る

限
り
の
有
望
な
前
途
を
願
っ
て
、
〈
空
間
〉
の
初
期
頃
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
似
た
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
の
が
、
大
変
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
す
る
新
し
い
機
会
だ
と
思
う
の
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
彼
女
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し
、
四
人
の
考
え
が
一
致
し
て
い
な
い
。
彼
女
は
、
そ
の
点
を
留
意
し
て
、
ク

レ
ー
と
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
手
紙
を
書
き
、
も
し
一
一
人
が
設
立
に
関
心
が
あ
る
の
な
ら
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ワ
イ
マ
ー
ル
に
出
か
け
る
つ

も
り
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
控

い
の
気
持
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

＊
シ
エ
イ
ア
ー
は
、
一
九
一
六
年
、
ス
イ
ス
の
ロ
ザ
ン
ヌ
で
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
に
会
い
、
サ
ン
ク
ト
・
プ
レ
ク
ス
に
彼
を
訪
問
。
一
九
一
九
年
、
ヤ
ゥ
レ
ン
ス

キ
ー
を
介
し
て
、
ク
レ
ー
と
知
り
合
う
。
ま
た
フ
ァ
イ
ン
ニ
ン
ガ
ー
を
知
る
。
一
九
一
二
年
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
ク
レ
ー
と
フ
ァ
ィ
ニ
ン
ガ
ー

に
会
う
。
’
九
一
一
一
一
年
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
初
め
て
会
う
。

ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
彼
女
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
、
す
ぐ
返
事
し
な
か
っ
た
。
漠
然
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
、
た
め
ら

3１ 
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こ
の
時
点
で
は
、
グ
ル
ー
プ
は
ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
、
｜
月
十
一
一
一
日
付
の
手
紙
で
、
名
称
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
形
で
助
言
し
て
い
た
。

「
わ
た
し
の
経
験
か
ら
し
ま
す
と
、
〈
四
人
グ
ル
ー
プ
〉
（
の
『
・
ｇ
ｏ
【
三
①
←
）
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
大
変
示

唆
に
富
ん
だ
も
の
で
す
が
、
と
く
に
八
弓
の
一
Ｖ
は
、
八
曰
弓
①
団
碕
一
Ｖ
と
い
う
鉄
道
連
盟
が
、
す
で
に
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
る
の
で
、

八
国
億
Ｖ
は
省
い
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
」

こ
れ
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
が
名
称
を
提
案
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

シ
ェ
イ
ァ
ー
は
、
す
ぐ
一
月
十
六
日
付
の
手
紙
で
、
彼
に
返
事
し
た
。

「
グ
ル
ー
プ
名
に
つ
い
て
、
す
で
に
ク
レ
ー
と
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
お
話
に
な
っ
た
か
ど
う
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
〈
四
人
〉
と

い
う
、
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ど
の
一
一
一
一
口
葉
で
も
、
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
。

四
人
の
芸
術
家
が
そ
の
芸
術
に
お
い
て
、
わ
た
し
に
大
変
近
し
い
も
の
と
な
る
、
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
お

彼
は
、
つ
い
一
一
一
日
前
（
一
月
七
［

謙
虚
に
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
点
で
は
、
グ
ル
ー
プ
は
１

入
れ
る
べ
き
だ
、
と
進
言
し
た
。

た
だ
ク
レ
ー
は
、
グ
ル
ー
プ
に
「
～
イ
ズ
ム
（
主
義
）
」
と
か
「
～
イ
ス
ト
（
主
義
者
）
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
は
つ
け
る
べ
き
で
は

な
く
、
四
人
の
名
称
に
関
連
す
る
限
り
、
「
基
本
的
特
徴
、
精
神
的
指
導
者
、
あ
る
い
は
、
も
っ
と
も
美
し
い
も
の
、
友
情
」
を
考
慮
に

て
い
な
い
。

年
が
明
け
た
一
九
二
四
年
一
月
十
日
、
ク
レ
ー
か
ら
シ
ェ
イ
ア
ー
に
返
事
が
と
ど
い
た
。
彼
は
設
立
の
件
に
つ
き
、
カ
ン
デ
ィ
ス
キ
ー

と
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
い
、
彼
女
の
提
案
に
賛
成
す
る
と
い
う
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
海
外
に
持
っ
て
ゆ
く
グ
ル
ー
プ
の
作
品
が
、
特
徴
あ

る
名
称
が
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
が
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し

二
月
七
日
）
、
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
の
個
展
を
ひ
ら
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
無
名
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て

3２ 



＜青の四人＞ ヨークﾆニユ

’
九
一
一
一
一
一
年
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
米
ド
ル
の
価
値
は
、
一
一
一
五
一
一
一
、
四
一
二
マ
ル
ク
か
ら
四
一
一
億
マ
ル
ク
ま
で
高
騰
し
た
が
、

十
一
月
に
入
っ
て
か
ら
、
マ
ル
ク
紙
幣
の
価
値
は
ま
ず
安
定
し
、
新
硬
貨
が
発
行
さ
れ
た
つ
レ
ン
テ
ン
マ
ル
ク
Ⅱ
一
ゴ
ー
ル
ド
マ
ル

ク
）
。
異
常
な
イ
ン
フ
レ
が
始
ま
る
と
共
に
外
貨
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
ス
イ
ス
貨
幣
へ
の
要
求
が
急
に

上
昇
し
て
き
た
の
で
、
マ
ル
ク
で
は
な
く
、
価
値
の
上
が
っ
た
外
貨
で
値
段
が
つ
け
ら
れ
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
た
。

れ
た
通
り
で
あ
る
。

か
げ
で
、
わ
た
し
は
誠
実
な
精
神
と
共
に
、
こ
の
冒
険
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
｜
日
遅
れ
の
十
七
日
付
の
手
紙
で
、
こ
の
名
称
を
認
め
た
。

「
わ
た
し
た
ち
の
小
さ
な
友
人
サ
ー
ク
ル
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
や
ク
レ
ー
、
そ
れ
に
わ
た
し
は
、
〈
四
人
〉

と
い
う
名
称
を
付
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
四
人
の
友
人
と
か
、
四
人
の
仲
間
と
か
。
四
人
が
ひ
と
つ
の
も
の
を
解
釈
し
え
る
名
称
は
、
特
徴
の
あ
る
謙
虚
な
名
称
で

す
。
ま
た
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
が
、
四
と
い
う
数
字
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
よ
い
数
字
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
四
人
は
、
い

ろ
い
ろ
で
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
有
利
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
」

ち
な
み
に
、
四
と
い
う
数
字
は
、
地
上
界
の
秩
序
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
け
れ
ど
、
人
間
に
関
し
て

は
、
合
理
的
な
組
織
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
実
現
を
可
能
に
す
る
理
性
や
、
具
体
的
な
業
績
、
ま
た
豊
饒
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
ア
ー
ト
・
ド
・

フ
リ
ー
ス
〈
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
事
典
〉
）
。
お
そ
ら
く
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
、
「
よ
い
数
字
」
と
言
っ

こ
う
し
て
〈
四
人
〉
と
い
う
名
称
は
、
徐
々
に
具
体
的
に
な
っ
て
き
た
。
シ
ェ
イ
ァ
ー
は
、
〈
四
〉
が
ド
イ
ツ
語
や
英
語
や
フ
ラ
ン
ス

語
な
ど
、
ど
の
言
語
で
も
読
め
、
四
人
の
芸
術
家
の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、
こ
の
名
称
に
決
め
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
シ
ェ
イ
ヤ
ー
が
米
国
訪
問
を
決
め
た
時
期
、
ド
イ
ツ
で
、
も
っ
と
も
ひ
ど
い
イ
ン
フ
レ
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
先
に
も
ふ

フ
リ
ー
ス
《
イ
メ
－

た
の
で
あ
る
一
つ
。

3３ 



佃

二
月
一
一
十
四
日
付
の
手
紙
で
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
、
こ
う
し
た
経
済
状
態
を
ふ
ま
え
、
シ
ェ
イ
ァ
ー
宛
に
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
．
：
当
地
で
の
わ
た
し
の
作
品
の
値
段
は
高
く
、
人
び
と
は
、
わ
た
し
の
作
品
を
奪
い
合
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
芸
術
作
品
を
、

こ
の
地
で
た
く
さ
ん
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
！
・
・
・

と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
の
作
品
の
値
段
は
、
米
ド
ル
で
換
算
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
で
、
わ
た
し
の
作
品
は
高
額
で

あ
る
べ
き
で
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
作
品
を
ド
イ
ツ
に
戻
し
て
ほ
し
い
の
で
す
！
ク
レ
ー
も
同
意
見
で
す
。
米
ド
ル
自
体
、
ド
イ
ツ
で
底

を
つ
い
て
い
ま
す
し
、
以
前
と
同
様
に
（
｜
米
ド
ル
）
わ
ず
か
四
、
二
○
マ
ル
ク
で
す
。
そ
し
て
も
は
や
芸
術
は
、
ス
イ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
、

そ
の
ほ
か
の
国
々
で
は
何
の
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
で
の
み
、
芸
術
が
ほ
ん
と
う
に
内
面
的
に
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」

フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
や
ク
レ
ー
の
指
摘
が
正
し
か
っ
た
よ
う
に
、
経
済
危
機
は
、
シ
ェ
ィ
ァ
ー
の
出
発
前
に
一
応
解
消
さ
れ
た
。
彼
女
と

四
人
の
芸
術
家
は
、
当
然
貨
幣
（
米
ド
ル
対
マ
ル
ク
）
を
重
視
し
て
い
た
。

こ
と
に
シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
旅
行
に
か
か
る
費
用
に
ド
ル
が
必
要
だ
っ
た
。
幸
い
に
も
彼
女
は
、
米
ド
ル
で
後
援
す
る
人
を
見
つ
け
、
三

月
八
日
発
、
汽
船
〈
ド
イ
ツ
号
〉
を
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
ひ
と
ま
ず
渡
米
の
予
定
が
た
っ
た
の
で
、
一
一
一
月
一
一
十
一
一
日
か
ら
四
月
一
一
日
ま
で
ワ
イ
マ
ー
ル
に
出
か
け
、
三
月
十
四

日
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
ク
レ
ー
に
会
っ
た
。
三
人
に
会
う
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
は
体
調
が
悪
く
、
あ
い
に
く
欠
席

し
た
。
そ
し
て
一
一
一
月
三
十
一
日
、
五
人
は
次
の
よ
う
な
合
意
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

同
年
の
末
、
為
替
・

一
九
二
四
年
二
月
、

り
下
げ
が
な
さ
れ
た
。

為
替
レ
ー
ト
は
安
定
し
、
経
済
は
急
速
に
回
復
へ
と
向
か
っ
た
。

ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク

一
一
月
、
帝
国
銀
行
は
マ
ル
ク
価
値
と
預
金
引
き
出
し
に
対
す
る
き
び
し
い
規
制
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
為
替
レ
ー
ト
の
切
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シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
は
、
絵
が
売
却
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
あ
れ
ば
、
後
述
の
分
け
前
を
除
い
て
、
自
分
の
活
動
の
た
め
に
、
い
か
な
る

特
別
な
報
酬
も
受
け
な
い
。
し
か
し
、
彼
女
が
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
な
か
で
す
る
出
費
は
、
グ
ル
ー
プ
の
会
計
か
ら
支
払
わ
れ
る
。
そ
の

さ
い
ア
メ
リ
カ
旅
行
の
費
用
は
、
こ
の
出
費
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
シ
ェ
イ
ァ
ー
婦
人
は
、
グ
ル
ー
プ
の
収
入
と
支
出
の

す
べ
て
を
正
確
に
帳
簿
に
つ
け
、
半
年
ご
と
に
清
算
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
参
加
し
た
芸
術
家
た
ち
す
べ
て
に
、
締
め
の
計
算
書
を
伝
え

シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
は
、
絵
の
売
却
に
対
し
て
も
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
得
ら
れ
た
価
格
か
ら
、
参
加

し
た
芸
術
家
た
ち
は
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
受
け
取
る
。
シ
ェ
イ
ァ
ー
婦
人
は
一
一
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
グ
ル
ー
プ
の
会
計
は
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
。

と
は
い
え
、
定
め
ら
れ
た
手
取
り
の
最
低
価
格
は
、
万
一
の
た
め
に
芸
術
家
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
相
当
の
支
払
い
は
、
利
潤

か
ら
の
み
、
ま
ず
シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
に
当
然
与
え
ら
れ
る
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
さ
れ
て
よ
い
し
、
そ
し
て
残
金
か
ら
グ
ル
ー
プ
の
会
計

ね
ば
な
ら
な
い
。

れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
画
伯
、
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ン
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
フ
ォ
ン
・
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
教
授
は
、
Ｅ
・
シ
ェ
イ

ア
ー
婦
人
を
通
し
て
代
理
を
務
め
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ヴ
ァ
シ
リ
ィ
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
教
授
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
教
授
は
、
〈
青
の
四

人
の
自
由
な
グ
ル
ー
プ
〉
に
召
集
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
外
国
に
お
け
る
彼
ら
の
芸
術
的
理
念
の
普
及
を
目
的
と
し
、

と
く
に
講
演
と
展
覧
会
に
よ
っ
て
活
動
す
る
た
め
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
こ
う
し
た
目
的
で
、
間
も
な
く
ア
メ
リ
カ
に
行
く
エ
ミ
ィ
・
シ
ェ
ィ
ァ
ー
婦
人
に
、
一
連
の
絵
と
、
そ
の
ほ
か
の
資
料
を
手

わ
た
す
。
そ
れ
に
よ
り
シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
は
、
彼
ら
に
代
わ
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
方
向
で
活
動
す
る
。

シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
は
ま
た
、
ほ
か
の
芸
術
家
た
ち
の
理
念
の
た
め
に
外
国
で
活
動
す
る
資
格
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
く
青
の
四
人
〉
の
グ

ル
ー
プ
の
名
称
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て
は
な
ら
ず
、
と
く
に
ほ
か
の
芸
術
家
た
ち
の
絵
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
名
称
の
も
と
に
展
示
さ

〈
契
約
〉
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展
覧
会
の
主
催
者
、
ま
た
は
、
そ
の
ほ
か
の
仲
介
者
に
よ
る
売
却
の
場
合
に
は
、
得
た
価
格
と
し
て
、
前
述
の
決
定
の
意
味
に
お
い
て
、

出
品
者
に
支
払
い
済
み
の
仲
介
者
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
最
低
価
格
が
顧
慮
さ
れ
う
る
。
シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
に
手
わ
た
さ
れ
た
絵
な
ど
は
、

万
一
の
売
却
ま
で
、
関
係
す
る
芸
術
家
た
ち
の
所
有
物
で
あ
る
。
同
様
に
グ
ル
ー
プ
の
会
計
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
同
等
の
権
利
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
芸
術
家
た
ち
の
所
有
物
で
あ
る
。
彼
ら
の
会
計
の
夫
妻
を
も
、
芸
術
作
品
と
の
同
等
の
分
け
前
に
対
し
て
保
証
す
る
。

拘
束
さ
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
の
解
散
は
、
解
約
通
知
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
解
散
は
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
芸
術
家
た
ち
に
説
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
た
だ
ち
に
シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
に
も
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
解
約
通
知
期
間
は
一
年
で
あ
る
。
一
人
の
芸

術
家
が
死
亡
し
た
場
合
、
個
人
の
相
続
人
と
同
様
に
、
生
き
残
っ
た
芸
術
家
た
ち
に
も
権
利
が
あ
り
、
死
亡
し
た
芸
術
家
を
除
外
す
る
こ

と
は
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
説
明
が
届
く
と
同
時
に
、
死
亡
し
た
芸
術
家
は
脱
会
す
る
。
脱
会
の
通
知

が
シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
の
も
と
に
届
く
日
に
、
清
算
が
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
清
算
は
、
現
存
す
る
絵
と
故
人
の
分
け
前
を
、
グ

ル
ー
プ
の
会
計
に
よ
っ
て
、
相
続
人
に
引
き
わ
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
ン
バ
ー
の
死
亡
通
知
が
、
シ
ェ
イ
ァ
ー
婦
人
の
と
こ
ろ
に

届
い
た
ら
す
ぐ
、
死
亡
し
た
芸
術
家
の
絵
の
そ
れ
以
降
の
売
却
は
、
相
続
人
の
追
加
の
説
明
が
あ
る
ま
で
、
そ
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
と
く
に
要
求
の
価
格
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
と
の
契
約
関
係
は
、
彼
女
の
死
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
解
散
お
よ
び
解
約
通
知
に
よ
り
終
わ
る
。
解
約
通
知
期
間
は

一
年
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ア
ー
婦
人
お
よ
び
そ
の
相
続
人
は
、
こ
の
場
合
、
芸
術
家
た
ち
の
所
有
す
る
絵
な
ど
を
、
グ
ル
ー
プ
の
会
計
の
決

算
に
引
き
わ
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
同
じ
く
ま
た
、
個
々
の
芸
術
家
に
そ
れ
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
る
べ
き
分
け
前
を
、
関
係
者
た

ち
に
引
き
わ
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

に
支
払
い
が
な
さ
れ
て
よ
い
。

契
約
は
、
ひ
と
ま
ず
無
事
に
終
わ
っ
た
が
、
一
一
一
月
末
の
週
に
な
っ
て
、
〈
四
人
〉
と
い
う
名
称
が
、
〈
青
の
四
人
〉
に
突
然
変
更
さ
れ
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を
知
ら
せ
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
“

し
か
し
、
彼
女
は
名
称
変
更
に
つ
い
一

〈
青
の
四
人
〉
に
か
か
り
き
り
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
〈
青
の
四
人
〉
の
名
称
〕

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト

と
こ
ろ
で
、
〈
青
の
四
人
〉
の
名
称
は
、
い
っ
た
い
、
誰
が
提
案
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
〈
四
人
〉
と
い
う
展
覧
会
名
が
あ
っ
た
の
で
、
変
更

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
す
で
に
一
九
一
二
年
、
南
仏
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
四
人
の
芸
術
家
、
ズ
ヴ
ェ

ン
ト
・
ヨ
ハ
ン
ゼ
ン
、
カ
ル
ル
・
ラ
ル
ッ
セ
ン
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ル
ン
ト
シ
ュ
ト
レ
ー
ム
が
、
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
一
九
一
一
四
年
一
一
月
に
発
行
さ
れ
た
美
術
雑
誌
〈
デ
ァ
・
ツ
ィ
ッ
ェ
ロ
ー
ネ
》
で
あ
る
。
こ
の
二
月
号
に

〈
四
人
〉
に
関
す
る
展
覧
会
評
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
に
関
す
る
長
い
記
事
も
組
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
、
自
分
の
長
い
記
事
に
は
当
然
関
心
を
も
っ
て
読
ん
だ
が
、
い
つ
ぽ
う
で
、
〈
四
人
〉
に
関
す
る
展
覧
会
評
に
も

眼
を
と
め
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
自
分
た
ち
が
設
立
し
た
く
四
人
〉
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
芸
術
家
た
ち
の
そ
れ
が
、
ま
っ
た
く
同

じ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
こ
れ
は
好
ま
し
く
な
い
と
、
す
ぐ
思
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
彼
は
、
シ
ェ
イ
ア
ー
に
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
、
名
称
を
撤
回
す
べ
き
だ
と
提
案
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
、
ク
レ
ー
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
が
〈
デ
ア
・
ツ
ィ
ッ
ェ
ロ
ー
ネ
》
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
記
事
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
、
わ
か

ら
な
い
が
、
も
し
読
ん
だ
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
〈
四
人
〉
に
関
す
る
展
覧
会
評
の
記
事
ま
で
注
意
し
て
眼
を
通
す
よ
う
な
こ
と
は
な

た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

か
つ
た
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
同
じ
く
四
人
〉
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
を
、
一
一
一
人
に
知
ら
せ
、
名
称
を
変
更
す
る
必
要
を
述
べ
た

シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
宛
の
四
月
十
日
付
の
手
紙
で
、
〈
青
の
四
人
〉
の
名
称
の
も
と
に
芸
術
家
た
ち
が
団
結
し
た
こ
と

知
ら
せ
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
た
自
分
の
計
画
が
、
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
率
直
に
喜
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
彼
女
は
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
と
も
か
く
、
彼
女
は
十
一
一
日
間
、
ワ
イ
マ
ー
ル
に
滞
在
し
、
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そ
ん
な
と
き
、
〈
四
人
〉
と
い
う
名
称
に
、
〈
青
の
（
亘
呂
）
〉
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
を
付
け
加
え
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し
た
の
は
、
カ
ン

デ
ィ
ン
ス
キ
ー
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
彼
と
フ
ラ
ン
ッ
・
マ
ル
ク
（
一
八
八
○
～
’
九
一
六
）
が
企
画
し
た
芸
術
年
刊
誌
〈
ブ
ラ

ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
（
青
騎
士
）
》
や
、
ま
た
そ
れ
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
名
の
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
に
思
い
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
芸
術
年
刊
誌
の
由
来
に
つ
い
て
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
、
’
九
一
一
一
○
年
の
手
紙
の
な
か
で
、
「
〈
ブ
ラ
ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
〉
と

い
う
名
称
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
ジ
ン
デ
ル
ス
ド
ル
フ
の
あ
ず
ま
や
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち
二

人
は
、
青
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
マ
ル
ク
は
馬
が
、
わ
た
し
は
騎
士
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
名
称
は
、
お
の
ず
と

で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
す
で
に
一
九
○
三
年
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
そ
の
印
象
派
時
代
に
「
青
い
」
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
り
、
「
青
い
」
マ
ン

ト
を
身
に
つ
け
、
嵐
さ
な
が
ら
に
疾
走
す
る
一
人
の
騎
士
を
描
い
た
作
品
〈
ブ
ラ
ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
》
を
完
成
し
て
い
る
が
、
芸
術
年
刊

誌
に
、
こ
の
名
称
を
使
っ
て
み
た
い
気
持
は
大
い
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
青
」
に
対
す
る
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
好
み
は
、
彼
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
。
彼
は
〈
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も

の
》
（
一
九
一
二
）
の
な
か
で
も
、
「
青
は
ま
こ
と
に
天
上
の
色
で
あ
る
。
：
・
そ
れ
は
荘
重
な
、
超
自
然
的
な
深
み
を
創
造
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
〈
四
人
〉
と
い
う
名
称
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
青
の
」
と
い
う
形
容
詞
を
付
け
加
え
た
か
っ
た
の
だ

’
九
二
四
年
四
月
号
の
《
ベ
ル
リ
ー
ナ
ー
・
ロ
カ
ー
ル
ア
ン
ッ
ァ
イ
ガ
ー
》
に
、
「
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ッ
・
マ
ル
ク
と
カ
ン
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
の
〈
ブ
ラ
ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
〉
へ
の
想
い
出
か
ら
、
そ
の
名
称
が
選
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
〈
青
の
四
人
〉
の
名
の
も
と
に
、

と
思
わ
れ
る
。

か
し
い
こ
と
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
き
て
、
違
っ
た
新
し
い
名
称
を
考
え
る
の
は
、
渡
米
間
近
に
し
て
多
忙
を
き
わ
め
て
い
た
彼
女
に
と
っ
て
、
む
ず
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そ
の
記
事
内
容
に
よ
れ
ば
、
〈
青
の
四
人
〉
の
名
称
の
も
と
に
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ク

レ
ー
の
芸
術
家
た
ち
が
、
北
米
の
若
者
た
ち
に
、
彼
ら
の
作
品
を
紹
介
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た
こ
と
、
シ
ェ
イ
ァ
ー
が
こ
の
地
で
〈
青
の

四
人
〉
に
つ
い
て
講
演
し
た
り
、
展
覧
会
を
ひ
ら
く
た
め
に
、
ス
ミ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
、
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
か
ら
依

頼
を
受
け
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
大
学
の
学
生
た
ち
に
も
、
彼
ら
の
作
品
を
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

ワ
イ
マ
ー
ル
で
共
同
制
作
し
て
い
る
四
人
の
芸
術
家
が
集
合
し
た
。
彼
ら
は
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
作
品
を
通
し
て
、
北
米
の
若
者
層
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
四
一
年
、
シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
「
〈
ブ
ラ
ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
〉
を
創
設
し
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
か
ら
連
想

し
て
、
青
と
い
う
色
が
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
青
は
、
神
秘
的
な
色
で
す
か
ら
」
と
回
想
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
〈
青
の
四
人
〉
の
実
際
の
命
名
者
は
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
〈
青
の
四
人
〉
の
グ
ル
ー
プ
が
、
初
め
て
〈
デ
ァ
・
ツ
ィ
ッ
ェ
ロ
ー
ネ
》
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
四
年
四
月
末
の
こ
と

よ
っ
て
、

さ
て
、

だ
っ
た
。

３
 

一
九
一
一
四
年
五
月
十
八
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
持
っ
て
き
た
絵
の
梱
包
を
解
い
た
後
、
五
月
一
二
十
日
付
で

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
、
「
あ
な
た
と
お
近
づ
け
に
な
れ
れ
ば
、
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
友
人
か
ら
よ
ろ
し
く
、
と
言
い
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
所
有
す
る
ク
レ
ー
の
油
彩
画
と
一
緒
に
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
か
ら
の
手
紙
を
あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
」
と
書
き
送
っ

た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
滞
在
先
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
オ
ッ
シ
ニ
ン
グ
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
招
待
し
、
「
す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
」
を

披
露
し
、
展
覧
会
開
催
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
。

3９ 



佃

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
一
九
一
九
年
に
ア
ー
チ
ペ
ン
コ
と
知
り
合
い
、
一
九
一
一
一
年
一
一
月
、
〈
ソ
シ
エ
テ
・
ア
ノ
ニ
ム
〉
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
彼
の
抽
象
作
品
を
展
示
し
、
同
時
に
、
彼
の
写
実
的
な
作
品
は
ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

一
九
一
一
四
年
一
月
末
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
キ
ン
ゴ
ァ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
催
さ
れ
た
ア
ー
チ
ペ
ン
コ
展
を
企
画
し
、
後
援
し
た
。
米
国
に

だ
っ
た
。

シ
ェ
ィ
ァ
ー
に
と
っ
て
、
大
都
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
初
め
て
の
体
験
は
、
興
奮
と
不
安
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス

キ
ー
宛
の
七
月
一
一
十
八
日
付
の
手
紙
で
は
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
好
き
で
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
好
き
だ
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

自
身
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
秘
密
な
の
で
す
」
と
書
い
た
。

彼
女
は
、
〈
青
の
四
人
〉
の
展
覧
会
と
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
た
め
の
講
演
会
を
ひ
ら
く
仕
事
に
取
り
か
か
っ
た
。
毎

日
の
よ
う
に
公
共
図
書
館
に
通
い
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
六
○
○
の
リ
ス
ト
、
美
術
館
の
四
○
○
の
リ
ス
ト
、
そ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の

美
術
館
の
リ
ス
ト
を
つ
く
り
、
〈
青
の
四
人
〉
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
夏
の
ヴ
ァ
カ
ン
ス
・
シ
ー
ズ
ン
だ
っ

た
の
で
、
わ
ず
か
し
か
返
事
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
ス
ミ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
講
演
依
頼
が
あ
り
、
す
で
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

関
係
に
発
表
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
講
演
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

シ
ェ
ィ
ァ
ー
は
、
希
望
を
来
年
に
た
く
し
、
〈
青
の
四
人
〉
に
、
「
す
べ
て
が
ま
だ
将
来
の
こ
と
で
す
。
と
に
か
く
、
わ
た
し
は
生
活

し
、
夏
を
、
生
き
生
き
し
た
生
活
を
感
じ
、
ア
メ
リ
カ
の
土
地
に
小
さ
な
根
を
張
り
ま
す
。
言
葉
の
知
識
を
拡
げ
よ
う
と
し
て
、
英
語
の

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
に
し
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
」
と
書
き
送
っ
た
。

シ
ェ
ィ
ァ
ー
は
、
八
月
に
ア
ー
チ
ペ
ン
コ
に
会
っ
た
が
、
秋
に
な
る
と
頻
繁
に
会
う
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
が
シ
ェ
イ
ア
１
の
た
め
に
推

薦
状
を
書
い
た
の
も
、
そ
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
。

彫
刻
家
ア
ー
チ
ペ
ン
コ
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
彼
は
か
つ
て
〈
セ
ク
シ
ョ
ン
・
ド
ー
ル
〉
や
〈
シ
ュ
ト
ウ
ル
ム
〉

な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
が
ド
イ
ツ
を
離
れ
、
妻
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
と
一
緒
に
渡
米
し
た
の
は
、
一
九
一
一
一
一
一
年
十
月
の
こ
と
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も
ち
ろ
ん
、
彼
女
の
こ
う
し
た
夢
を
実
現
す
る
に
は
、
時
間
の
か
か
る
こ
と
は
わ
か
り
き
っ
て
い
た
。
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
宛
に
彼
女
が

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
花
崗
岩
の
上
に
建
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
岩
だ
ら
け
の
土
地
」
を
耕
す
る
の
は
容
易
で
な

い
が
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
自
分
の
決
意
を
述
べ
た
。

「
ノ
イ
マ
ン
と
の
仕
事
は
、
す
ば
ら
し
い
未
来
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
彼
の
同
僚
と
な
っ
て
、
も
し
わ
た
し
が
講
演
旅
行

に
出
か
け
る
と
き
に
は
、
ノ
イ
マ
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
わ
た
し
に
代
わ
っ
て
〈
青
の
四
人
〉
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

げ
て
い
っ
た
。

あ
る
。

こ
れ
は
絵
画
や
音
楽
に
関
す
る
講
演
会
や
展
覧
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
ノ
イ
マ
ン
を
理
事
長
に
据
え
、
シ
ェ
イ
ァ
ー
は
そ
の
副
理
事

長
に
お
さ
ま
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
〈
青
の
四
人
〉
が
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
し
か
も
自
分
の
講
演
後
、

二
ヶ
月
間
、
展
覧
会
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
雑
誌
〈
ア
ー
ト
・
ロ
ー
バ
ー
》
を
定
期
的
に
出
版
で
き
る
、
と
考
え
た
か
ら
で

そ
の
ひ
と
つ
は
、
ガ
ー

を
つ
く
る
こ
と
だ
っ
た
。

移
住
す
る
以
前
ア
ー
チ
ペ
ン
コ
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
Ｊ
・
Ｂ
・
ノ
イ
マ
ン
と
展
覧
会
を
ひ
ら
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
ド
イ
ツ
に
い
る
頃
か
ら
ノ
イ
マ
ン
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
彼
女
は
、
晩
秋
の
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
彼
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ノ
イ
マ
ン
・
プ
リ
ー
ト
・
ル
ー
ム
で
働
い
た
。

イ
ー
ス
ト

場
所
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
東
五
十
七
番
通
り
一
九
だ
っ
た
。

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
そ
の
名
が
示
す
通
り
、
版
画
を
主
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
で
あ
っ
て
、
ノ
イ
マ
ン
も
シ
ェ
イ
ア
ー
も
、
異
国
の

地
で
親
し
く
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
仕
事
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
ふ
う
に
仕

事
を
進
め
て
ゆ
く
べ
き
か
、
ま
っ
た
く
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
れ
か
ら
時
間
の
少
し
か
か
る
幾
つ
か
の
プ
ラ
ン
を
ね
り
上

ガ
ー
ヴ
ェ
ン
が
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
で
設
立
し
た
く
ア
ー
ト
・
ロ
ー
バ
ー
ス
ズ
・
ソ
シ
エ
テ
〉
の
よ
う
な
も
の
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お
そ
ら
く
ノ
イ
マ
ン
は
、
ま
だ
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
予
想
の
つ
き
か
ね
な
い
〈
青
の
四
人
〉
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代

作
家
た
ち
に
関
心
が
著
し
く
傾
い
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
’
九
二
五
年
六
月
に
、
彼
は
同
じ
ド
イ
ツ
の
画
家
マ
ッ
ク

ス
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
の
作
品
を
一
手
に
取
り
扱
う
と
い
う
契
約
を
交
わ
し
て
お
り
、
〈
青
の
四
人
〉
よ
り
も
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
の
作
品
を
評
価

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
シ
ェ
イ
ア
ー
と
ノ
イ
マ
ン
の
中
を
裂
く
原
因
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
二
人
は
、
ラ
イ

な
い
、
と
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
彼
に
代
わ
っ
て
プ
リ
ン
ト
・
ル
ー
ム
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
〈
青
の

＊
 

四
人
〉
は
、
お
そ
ら
く
Ｅ
・
Ｅ
・
シ
ェ
イ
ァ
ー
婦
人
の
援
助
の
も
と
に
、
版
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
提
携
す
る
｝
」
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
王
様

た
ち
が
、
乳
母
の
プ
ラ
ン
に
賛
成
な
さ
い
ま
す
か
ど
う
か
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

親
愛
な
る
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
、
王
で
あ
る
ク
レ
ー
と
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
、
ど
う
か
こ
の
プ
ラ
ン
を
伝
え
て
下
さ
い
。
そ
う
し
ま
す

と
、
手
紙
を
四
回
書
か
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
か
ら
。
」

こ
の
手
紙
に
対
し
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
〈
青
の
四
人
〉
を
代
表
し
て
返
事
を
だ
し
た
。
そ
の
な
か
で
彼
女
に
、
ノ
イ
マ
ン
の
「
き
れ

い
な
瞳
」
を
あ
ま
り
信
用
し
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
ノ
イ
マ
ン
を
知
っ
て
い
る
自
分
た
ち
の
共
通
し
た
印
象
だ
、
と
少
し
警
戒

ぎ
み
に
述
べ
て
い
る
（
十
一
一
月
三
十
日
付
）
。

シ
ェ
イ
ァ
ー
は
、
見
通
し
が
甘
く
、
楽
観
し
す
ぎ
た
と
言
え
よ
う
。
十
一
月
頃
か
ら
、
ノ
イ
マ
ン
と
の
共
同
の
仕
事
は
急
に
う
ま
く
ゆ

か
な
く
な
っ
た
。
ノ
イ
マ
ン
が
〈
青
の
四
人
〉
展
を
ひ
ら
く
と
い
う
彼
女
の
希
望
は
、
す
ぐ
挫
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
彼
女
は
「
奈
落

の
底
」
に
い
る
よ
う
な
絶
望
感
を
覚
え
、
二
人
の
関
係
は
冷
め
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
二
人
の
あ
い
だ
に
、
ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
四
人
の
芸
術
家
た
ち
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、

は
っ
き
り
彼
女
は
説
明
し
て
い
な
い
。
二
月
一
日
付
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
宛
の
手
紙
に
は
、
も
う
ノ
イ
マ
ン
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

バ
ル
意
識
を
燃
や
し
始
め
た
の
だ
。
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と
は
い
え
、
芸
術
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。

周
知
の
よ
う
に
、
今
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
美
術
史
上
、
い
ち
ば
ん
華
々
し
い
出
来
事
と
一
一
一
一
口
え
ば
、
一
九
二
一
年
一
一
月
十
七
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
キ
シ
ト
ン
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
で
ひ
ら
か
れ
た
ア
ー
モ
リ
ー
シ
ョ
ウ
だ
っ
た
。
企
画
は
、
ア
メ
リ
カ
画
家
・
彫
刻
家
協

会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家
た
ち
の
大
規
模
な
シ
ョ
ウ
を
最
大
の
目
的
と
し
て
組
織

さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
、
ケ
ル
ン
、
ハ
ー
グ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
・
パ
リ
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
な
ど
か
ら
の
作
品
が
一
堂
に

会
し
て
実
現
さ
れ
た
こ
の
ア
ー
モ
リ
・
シ
ョ
ウ
は
、
時
代
的
に
も
、
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
初
頭
の
絵
画
と
彫
刻
が
混
ざ
り
合
う
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
も
の
を
内
在
さ
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
一
九
二
○
年
代
の
ア
メ
リ
カ
美
術
の
状
況
に
つ
い
て
、
少
し
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
こ
う
。

評
論
家
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
エ
ィ
ヴ
リ
ー
・
パ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
’
九
二
○
年
代
の
ア
メ
リ
カ
美
術
は
、
「
世
界
最
大
の
最
も
騒
が
し
い
宴

会
で
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
最
も
小
さ
い
ハ
ム
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
」
だ
っ
た
。

こ
の
一
一
一
一
口
葉
を
引
い
て
、
バ
ー
バ
ラ
・
ロ
ー
ズ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
二
○
年
代
初
頭
の
楽
観
的
な
実
験
は
、
一
○
年
代
の
革
新
的
精
神
が
、

安
全
性
を
求
め
る
社
会
の
自
己
満
足
に
席
を
ゆ
ず
っ
た
の
と
同
様
に
、
結
局
は
保
守
的
な
守
勢
の
位
置
に
徐
々
に
退
い
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
た
し
か
に
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家
た
ち
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
彼
ら
の
芸
術
を
ふ
る
い

起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
政
治
の
み
な
ら
ず
、
芸
術
を
取
り
ま
い
て
い
た
国
粋
的
な
孤
立
主
義
の
精
神
が
支
配
的
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
紛
争
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
自
身
抜
け
だ
し
た
頃
に
は
、
残
っ
て
い
た
純
潔
の
す
べ
て
を
、
ジ
ャ
ズ
・
エ

イ
ジ
の
狂
乱
の
な
か
に
失
お
う
と
し
て
い
た
。
し
か
も
政
治
と
経
済
の
問
題
、
た
と
え
ば
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
過
激
思
想
や
移
民
問
題
な

ど
が
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
た
。
「
道
徳
や
芸
術
を
上
回
る
た
い
へ
ん
な
騒
ぎ
の
た
め
に
時
代
の
調
子
は
狂
っ
て
い
た
」
ズ
ン

リ
ー
・
マ
ク
ブ
ラ
ィ
ド
）
の
で
あ
る
。
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た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

だ
が
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
支
配
力
を
失
っ
た
と
は
い
え
、
手
法
と
し
て
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
残
存
し
続
け
た
。

ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
が
拒
否
し
た
皮
相
的
な
新
古
典
主
義
は
、
こ
の
時
期
ま
で
続
い
た
が
、
現
代
的
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
芸
術
家
た
ち
は
、
今
や
守
勢
に
立
っ
て
妥
協
す
る
構
え
だ
っ
た
。

い
つ
ぽ
う
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
進
出
が
著
し
く
な
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
反
対
す
る
動
き
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
一
九
一
四
年
、
ア
カ
デ
ミ

シ
ャ
ン
の
エ
ド
ヴ
ィ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
昔
の
大
家
と
現
代
画
家
と
の
折
衷
を
勧
告
し
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家

た
ち
の
共
感
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
二
○
年
代
の
美
術
は
、
妥
協
に
よ
っ
て
、
新
旧
の
よ
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
、
組
み
合

わ
せ
た
「
折
衷
的
な
総
合
体
」
（
バ
ー
バ
ラ
・
ロ
ー
ズ
）
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
芸
術
家
が
、
そ
う
だ
っ

一
九
一
一
一
年
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
お
け
る
現
代
美
術
の
開
催
、
’
九
一
三
年
〈
ソ
シ
エ
テ
・
ア
ノ
ニ
ム
〉
の
ソ
シ
エ
テ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
初
個
展
、
続
い
て
一
九
一
一
一
一
一
年
に
は
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ク
レ
ー
の
初
個
展
が
ひ
ら
か
れ
、
こ

の
年
の
十
月
、
Ｗ
・
Ｒ
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ナ
ー
が
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
注
目
す
べ
き
〈
現
代

ド
イ
ツ
展
〉
を
ひ
ら
い
た
。
一
九
二
一
年
か
ら
一
一
一
○
年
も
の
あ
い
だ
、
六
○
の
新
し
い
美
術
館
が
創
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
美

術
界
が
大
き
く
発
展
し
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
展
覧
会
の
選
択
権
や
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ヴ
・
デ
ザ
イ
ン
の

力
は
徐
々
に
弱
ま
っ
て
い
た
。
毎
年
お
こ
な
わ
れ
る
春
の
展
覧
会
は
、
今
や
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
展
覧
会
の
な
か
の
単
に
ひ
と
つ
の
も

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ア
ー
モ
リ
・
シ
ョ
ウ
は
、
す
ば
ら
し
い
達
成
と
言
え
る
が
、
ア
メ
リ
カ
美
術
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

間
も
な
く
変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
る
。
ま
ず
近
代
絵
画
・
彫
刻
を
取
り
扱
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
展
覧
会
が
続
々
と
増
え
て
き
た
こ
と
で
あ

の
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。

る
。
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一
九
二
六
年
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
〈
一
五
○
年
展
に
お
け
る
現
代
美
術
》
に
お
い
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る

新
し
い
態
度
を
要
約
し
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
当
時
、
一
般
大
衆
の
意
識
の
な
か
へ
入
り
込
み
、
現
代
美
術

は
主
要
な
美
術
館
や
、
進
歩
的
な
画
商
に
認
め
ら
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ー
モ
リ
ー
・
シ
ョ
ウ
を
二
度
と
、
ひ
ら
く
必
要

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
古
代
ロ
ー
マ
の
巨
大
な
円
形
競
技
場
の
時
代
は
も
う
終
わ
っ
た
か
ら
だ
」
と
。

と
も
あ
れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
妥
協
し
、
新
旧
を
折
衷
さ
せ
る
こ
と
の
無
益
さ
を
二
○
年
代
の
芸
術
家
た
ち
は
発
見
す
る
に
至
る
の
だ
。

こ
う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
模
倣
を
や
め
、
現
代
的
か
つ
ア
メ
リ
カ
的
な
独
自
の
様
式
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
企
て
る
の
で
あ
る
。
そ
の

ひ
と
つ
が
プ
レ
シ
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
だ
っ
た
。

一
九
二
五
年
一
一
月
一
一
十
日
、
つ
い
に

＊
王
様
た
ち
Ⅱ
シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
〈
青
の
四
人
〉
を
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
た
。

11ｉｉｉ 
４
 

〈
青
の
四
人
〉
展
が
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ャ
ー
フ
リ
ー
で
始
ま
っ
た
。

シ
ェ
イ
ア
ー
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ニ
エ
ル
と
知
り
合
っ
た
か
わ
か

齊暦らないけれど、アレクサンダー・アーチペンコやキャサリン・ドライヤーが
此
㈲
紹
介
者
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
ダ
ニ
エ
ル
が
〈
青
の
四
人
〉
展
を
、
シ
ェ
イ

左
ｌ

く
．
ア
ー
に
ど
の
よ
う
に
説
得
し
た
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

｜
、
〉

何
詫
当
然
、
展
覧
へ
玄
に
は
経
費
の
問
題
が
あ
る
。

泣
王
た
と
え
ば
、
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
ヶ
月
の
使
用
料
が
一
一
五
○
○
米
ド
ル

ガ
｜
（
た
だ
し
売
上
げ
の
保
証
を
ふ
く
ま
ず
）
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ

ル
カ

ガ
リ
－
の
場
合
も
同
じ
ぐ
ら
い
の
額
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
←
云
術
に
大
変
理
解
の
あ
っ
た
ダ
ニ
エ

4５ 
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ダ
ニ
ェ
ル
は
、
ふ
つ
う
ア
メ
リ
カ
の
美
術
作
品
を
展
示
し
て
い
た
が
、
一
九
一
一
一
年
に
は
、
〈
ソ
シ
エ
テ
・
ア
ノ
ニ
ム
〉
の
後
援
に

よ
っ
て
、
ア
ー
チ
ペ
ン
コ
展
を
ひ
ら
い
て
い
る
。
一
九
一
一
四
年
の
秋
と
冬
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
主
義
作
家
、
プ
レ
シ
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の

チ
ャ
ー
チ
ル
ズ
・
シ
ー
ラ
ー
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ム
ス
、
プ
レ
ス
リ
ン
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
、
ヤ
ス
オ
・
ク
ー
ー
ョ
シ
（
国
吉
康

が
引
用
さ
れ
た
。

ル
だ
っ
た
が
、
当
時
の
経
営
状
態
か
ら
み
て
、
す
べ
て
経
費
を
持
ち
、
売
上
げ
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
も
ら
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
経
費
は
す
べ
て
折
半
、
ま
た
は
シ
ェ
イ
ァ
ー
が
全
額
持
っ
た
の
か
、
こ
の
点
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
五
十
七
番
お
よ
び
五
十
八
番
通
り
の
あ
い
だ
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
に
あ
っ
た
Ｊ
・
Ｂ
・

ノ
イ
マ
ン
の
プ
リ
ン
ト
・
ル
ー
ム
の
近
く
に
あ
り
、
ザ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
同
じ
ビ
ル
内
に
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
エ
ッ
セ
ン
出
身
を
両
親
に
持
つ
ダ
ニ
エ
ル
が
、
初
め
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ひ
ら
い
た
の
は
、
一
九
一
一
一
一
年
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
ア
ー
モ
リ
ー
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
年
に
当
た
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
美
術

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
だ

そ
の
翌
年
に
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ス
を
顧
問
と
す
る
Ｎ
・
Ｅ
・
モ
ン
ト
ロ
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
パ
ッ
チ
が
助
言
し
て
い
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ク
ィ
ン
の
後
援
す
る
キ
ャ
ロ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
生
ま
れ
、
一
九
一
五
年
に
は
、
メ
キ
シ
コ
の
漫
画
家
マ
リ
ウ
ス
・

デ
・
サ
ヤ
ス
が
、
モ
ダ
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
功
績
は
大
き
い
。

一
九
二
四
年
十
月
十
八
日
、
〈
ア
ー
ト
ー
ニ
ュ
ー
ス
》
は
、
ダ
ニ
エ
ル
の
特
集
号
を
発
刊
し
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
ダ
ニ
エ
ル
氏
、

現
代
美
術
へ
の
主
張
。
偉
大
な
る
現
代
美
術
が
創
造
さ
れ
た
と
き
」
だ
っ
た
。

一
」
の
記
事
に
は
、
「
眼
を
見
張
る
よ
う
な
、
独
創
的
か
つ
現
代
的
な
絵
画
へ
の
要
望
は
高
ま
っ
て
い
る
、
と
彼
は
述
べ
て
い
る
」
と
あ

り
、
そ
し
て
「
三
＆
①
三
の
号
三
一
の
ざ
の
『
の
Ｓ
の
国
『
（
現
代
美
術
、
こ
こ
に
あ
り
）
」
と
い
う
ダ
ニ
エ
ル
の
い
か
に
も
自
身
に
満
ち
た
一
一
一
一
口
葉
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雄
）
の
作
品
を
展
示
し
、
そ
し
て

ン
ペ
ン
ド
ン
ク
展
を
主
催
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
〈
青
の
四
人
〉

展
示
作
品
は
合
計
五
十
点
。
四
人
の
作
品
は
、
個
々
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
水
彩
画
、
油
彩
画
、
リ
ト
グ
ラ
フ
お
よ
び
そ

れ
ら
の
内
容
を
考
え
、
全
体
と
し
て
調
和
が
と
れ
る
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
の
場
合
も
同
様
だ
っ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
平
面
図
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
っ
て
ゆ
く
と
、
ク
レ
ー
水
彩
画
が
一
一
点
展
示
さ
れ
て
い
る
。
左
側
が
〈
四
』
の
自

珊１州“俶汎蕊岳の○ぬ円（人食い鬼に乗って）》、右側が《四国の一日の①言い（鳥の会合）》。当時、アメリカでは、
繍
諏
艀
…
ク
レ
ー
が
、
も
っ
と
も
知
名
度
が
高
か
っ
た
の
で
、
ピ
ー
ア
ー
ル
を
ね
ら
っ
て
、
彼
の
作
品
が
、
入
口
の
と
こ

ぶ
一
報
４
．
１

籏
珂
蕊
…
釧
臘
》
！
ろ
に
展
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

噸
澱
蝿
胸
价
蠅
蝋
八
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ク
レ
ー
の
八
点
で
あ

禰
認
１
割
Ｉ
汀
趨
…
る
・
左
側
の
大
き
な
部
屋
に
は
、
目
録
の
一
番
か
ら
一
一
十
番
ま
で
の
作
品
が
展
示
・
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
と
ヤ
ウ

鰍懲舸溌卿沙漂川銚柵舳肌州Ⅶ聰＃肱Ⅷ池慨燗帥偲一瀬洲乃吟Ⅱ》解Ⅱ肌加川剛蝿箙
》〆》一

瞬
一
Ｍ
の
壁
を
飾
り
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
水
彩
画
が
、
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に
掛
け
ら
れ
た
・

藤
丸
一
一
一
番
目
の
少
し
小
さ
い
部
屋
は
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
右
側
で
あ
る
。
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
の
油
彩
画
《
の
昌
一
。
こ
『
一
の

．
《

徴
！
（
が
鐘
言
二
・
『
目
の
（
救
世
主
の
顔
、
い
ば
ら
）
》
が
、
突
き
あ
た
り
の
壁
に
一
点
の
み
展
示
さ
れ
、
目
録
の
二
一
十

残
念
な
が
ら
、
〈
青
の
而

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

展
の
写
真
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
描
い
た
平
面
図
が
あ
る
の
で
、
展
示
の
様

一
九
二
五
年
一
一
一
月
、
〈
ソ
シ
エ
テ
・
ア
ノ
ニ
ム
〉
が
企
画
し
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
後
援
の
ハ
ィ
ン
リ
ヒ
・
力

4７ 
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目
録
に
は
、
各
自
、
作
品
の
写
真
が
一
点
載
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ィ
ニ
ン
ガ
ー
含
げ
の
ロ
・
己
（
雲
）
》
（
一
九
一
一
一
一
一
年
〈
ロ
・
己
の
号
。
ご
①
岳
の
②
の
四
円
（
海
上
の
雲
１
）
》
目
録
番
号
一
○
）
、

ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
〈
の
一
｝
ｇ
ｏ
の
（
沈
黙
）
》

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

（
一
九
一
八
年
会
ｓ
弩
三
弓
①
呂
卵
○
１
個
目
｝
す
目
（
抽
象
的
な
頭
部
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
態
）
》
目
録
番
号
五
一
）
、
カ
ン
デ
ィ
ン

一
番
か
ら
五
十
番
は
、
順
番
に
沿
っ
て
掛
け
ら
れ
た
。

バ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
展
覧
会
の
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
作
品
の
表
題
は
、
シ
ェ
イ
ア
ー
が
つ
け
た
も
の
で
、
芸
術
家
た
ち
が
つ
け

《蛇》（1923クレ

カンデインスキー《青い絵》（1924）

－４８－ 
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ユニ
推
測
し
が
た
い
。

さ
ら
に
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
油
彩
画
二
点
、
水
彩
画
五
点
、
リ
ト
グ
ラ
フ
四
点
の
手
書
き
の
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
英
語
に
よ
る
別
の
表
題
で
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
作
品
と
一
致
し
、
手
書
き
の
リ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
〈
囚
巨
①

蚕
ご
盲
胆
（
青
い
絵
）
》
（
’
九
一
一
四
）
と
〈
旨
寄
□
（
赤
の
な
か
へ
）
》
（
’
九
一
一
四
）
は
、
シ
ェ
ィ
ァ
ー
に
委
託
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
合
計
十
一
点
に
、
非
売
品
の
水
彩
一
点
を
加
え
た
。
平
面
図
に
、
〈
三
の
旨
①
の
（
私
物
）
〉

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ク
レ
ー
の
作
品
は
合
計
十
七
点
。
そ
の
う
ち
一
点
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
し
か
し
フ
ァ

イ
ニ
ン
ガ
ー
に
対
す
る
記
述
的
な
表
題
と
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
に
対
す
る
包
括
的
な
表
題
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
展
示
さ
れ
た
か
は

さ
て
、
〈
青
の
四
人
〉
展
に
対
す
る
評
価
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

〈
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
ー
タ
イ
ム
ス
〉
に
、
無
記
名
の
批
評
家
の
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
た
。

「
青
の
四
人
と
呼
ば
れ
る
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
や
っ
て
き
た
二
人
の
ド
イ
ツ
人
と
一
一
人
の
ロ
シ
ア
人
が
、
ダ
ニ
エ
ル
で
展
覧
会
を
ひ
ら

い
て
い
る
。
最
初
の
仕
事
は
、
ひ
と
つ
を
そ
の
ほ
か
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
あ
る
。
船
と
海
の
フ
ァ
ィ
ニ
ン
ガ
ー
が
お
り
、
顔
の
ヤ
ウ
レ

ン
ス
キ
ー
、
抽
象
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
そ
れ
に
叙
情
的
な
ク
レ
ー
が
い
る
。
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
は
、
昨
年
の
展
覧
会
で
用
い
た
も
の

と
同
じ
よ
う
な
調
子
と
規
模
で
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
る
。
叙
情
的
な
雰
囲
気
を
変
え
な
い
で
、
彼
は
問
題
の
困
難
を
増
幅
し
、
彼
の
歌

の
本
質
を
豊
か
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
、
マ
リ
ン
に
比
べ
て
人
間
に
欠
け
、
直
接
的
で
は
な
い
が
、
船
や
水
を
感
情
面
か
ら
描

く
こ
と
に
成
功
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
ヤ
ウ
レ
ン
ス
ー
は
、
彼
の
一
一
一
一
口
う
形
態
の
源
に
顔
を
変
容
し
て
い
る
し
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、

最
近
描
い
た
か
な
り
小
さ
い
作
品
の
な
か
で
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
う
ま
く
だ
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
っ
そ
う
刺
激
的
だ
。
」

ス
キ
ー
《
目
ざ
①
刃

〈
円
げ
の
ｍ
□
四
声
①
》
）
○

〈
目
ざ
①
宛
昌
（
光
線
）
》
（
一
九
一
一
四
年
〈
国
［
・
ミ
ニ
国
『
（
褐
色
の
光
線
）
》
）
、
ク
レ
ー
〈
の
已
禺
の
（
蛇
）
》
（
一
九
一
一
一
一
一
年
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だ
」
と
。

「
彼
ら
が
困
難
と
考
え
な
い
で
、
彼
ら
の
芸
術
を
喜
び
に
満
ち
、
習
っ
た
よ
う
な
も
の
に
し
な
い
こ
と
を
望
む
」
と
。

好
意
的
な
評
価
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
が
、
フ
ァ
ィ
ニ
ン
ガ
ー
に
関
し
て
否
定
的
で
あ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
作
家
ジ
ョ
ン
・
マ
リ

ン
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

水
彩
画
に
す
ぐ
れ
て
い
た
マ
リ
ン
は
、
ち
ょ
う
ど
〈
青
の
四
人
〉
展
の
同
じ
頃
の
一
九
二
○
年
代
ま
で
、
〈
メ
イ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ズ
》

そ
し
て
結
論
は
、
こ
う
で
あ
る
。

フアイニンガー《港》（1922

彼
は
「
グ
ル
ー
プ
の
な
か
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
彼
は
繊
細
で
、
想
像
力
に
富
み
、

彼
の
本
質
が
持
つ
豊
か
さ
か
ら
、
生
命
の
重
要
性
を
与
え
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。
彼
の
《
雲
》

は
魂
の
開
放
で
あ
る
。
感
動
的
な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
る
風
景
は
、
詩
的
視
点
の
新
た
な
発
見

載
せ
た
。

（
一
九
一
三
）
な
ど
の
よ
う
な
作
品
で
、
海
景
を
軽
快
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
、
み
ず
み
ず
し
い

タ
ッ
チ
で
描
き
、
豊
か
な
様
式
を
確
立
し
て
い
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
を
手
本
と
し
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
を

修
正
し
た
彼
の
空
間
概
念
が
、
空
間
緊
張
と
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
ち
、
空
間
内
の
相
互
運

動
の
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
に
反
し
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
、
キ
ュ
ビ

ス
ム
お
よ
び
オ
ル
フ
ィ
ス
ム
の
影
響
の
も
と
に
、
解
体
し
た
対
象
の
形
態
や
色
彩
、
空
間
の
リ

ズ
ム
の
統
合
を
め
ざ
し
た
。
だ
か
ら
二
人
は
、
本
質
的
に
異
な
る
面
を
持
っ
て
い
た
。
無
記
名

の
批
評
家
は
、
そ
の
点
を
理
解
せ
ず
、
「
成
功
し
た
と
は
言
い
が
た
い
」
と
断
定
し
た
と
思
わ

れ
る
。

し
か
し
、
フ
ァ
イ

ン
ガ
ー
に
つ
い
て
、
〈
ア
ー
ト
ー
ニ
ュ
ー
ス
》
は
、
好
意
的
な
評
論
を

5０ 



＜青の四人＞ ヨークニユ

象
主
義
を
頭
ご
な
し
に
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
プ
レ
シ
ジ
ョ

生
命
、
沈
黙
と
冠

満
足
で
き
ま
い
。

興
味
を
抱
い
て
い
る
人
び
と
は
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ク
レ
ー
の
指
が
、
何
を
壁
に
描
い

た
か
と
い
う
こ
と
に
答
え
を
求
め
た
。
何
も
な
い
絵
（
そ
う
思
わ
れ
た
も
の
）
を
彼
ら
は
見
つ
め
た
。

重
い
神
経
症
に
か
か
っ
た
病
理
学
者
の
グ
ラ
フ
（
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
含
晟
の
寄
冒
》
）
、
墜
落
し
た
平
行
線
が
結
合
し
た
リ
ト
グ
ラ

フ
（
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
〈
、
一
・
二
》
）
、
イ
ナ
ゴ
の
大
群
と
風
車
の
不
幸
な
出
会
い
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
（
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
含
す
弩
三

（
抽
象
）
》
）
、
フ
レ
ン
チ
・
ホ
ル
ン
に
な
ろ
う
と
す
る
気
化
器
の
猛
烈
な
試
み
（
ク
レ
ー
〈
二
四
号
の
目
昌
の
ご
】
の
一
目
（
数
学
的
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
）
》
）
。
興
味
を
抱
い
た
何
人
か
は
惰
然
と
し
、
そ
し
て
逃
げ
だ
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
人
び
と
は
、
彼
ら
の
能
力
を
整
理
し
た
。
」

そ
の
う
え
、
無
記
名
記
事
の
冒
頭
の
星
印
は
、
「
彼
ら

〈
タ
イ
ム
〉
は
、
〈
青
の
四
人
〉
展
に
対
し
、
諏
楡
す
る
か
の
よ
う
な
調
子
で
述
べ
て
い
る
。

「
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
、
ヤ
ウ
レ
ン
ス
キ
ー
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ク
レ
ー
、
彼
ら
は
青
だ
。
．
：
知
識
の
あ
る
人
び
と
と
、
興
味

あ
る
人
び
と
が
い
た
。
彼
ら
は
青
な
の
か
、
と
。
な
ぜ
彼
ら
は
、
彼
ら
の
絵
画
を
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
抽
象
、
神
秘
的
、
音
楽
的
、
合
唱
、

生
命
、
沈
黙
と
呼
ぶ
の
か
、
と
。
〈
名
前
を
持
つ
た
め
だ
〉
と
気
だ
る
そ
う
に
、
親
切
に
も
知
識
あ
る
人
は
答
え
た
。
こ
ん
な
答
え
で
は

クレー〈数学的ヴィジョン〉（1923

鰯
キ
口
家
は
、
彼
ら
を
〈
青
の
四
人
》
Ⅲ

ス
，

』
噸
し
た
」
と
誤
っ
た
注
記
を
し
て
』

竹
駐
ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
〉
と
混
同
し
一

微
あ
る
・そ
れ
に
し
て
も
、
〈
タ
イ
ム
〉

ニ
ズ
ム
の
よ
う
な
様
式
と
比
較
し
な
が
ら
、

ヤウレンスキー

《救世主の顔》（1924）

は
ド
イ
ツ
で
グ
ル
ー
プ
展
を
ひ
ら
い
た
。
ド
イ
ツ
人
評
論

家
は
、
彼
ら
を
〈
青
の
四
人
》
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
一
括

し
た
」
と
誤
っ
た
注
記
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
く
ブ
ラ

ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
〉
と
混
同
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

の
記
事
は
、
ま
る
で
柚

述
べ
ら
れ
た
の
で
な
い

5１ 
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成
に
言
及
し
て
い
る
。

だ
か
ら
〈
青
の
四
’

か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ク
ボ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
シ
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
か
ら
、
た

と
え
ば
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
マ
ス
《
機
械
装
置
》
（
’
九
二
○
）
の
よ
う
な
ク
ー
ル
な
客
観
的
描
写
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
ク
レ
ー
の
《
数

学
的
ヴ
ァ
ジ
ョ
ン
》
は
、
フ
レ
ン
チ
・
フ
ォ
ル
ン
の
奏
で
る
「
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
」
だ
と
言
い
た
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ー

ラ
ー
〈
教
会
通
り
〈
国
〉
》
（
一
九
一
一
一
一
）
の
写
真
を
下
敷
き
に
し
て
描
い
た
よ
う
な
、
き
わ
め
て
明
快
な
直
線
的
構
成
か
ら
す
れ
ば
、

フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
作
品
は
、
い
か
に
も
「
墜
落
し
た
平
行
線
」
が
結
合
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

＊
 

し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
、
先
に
ふ
れ
た
《
ア
ー
ト
ー
ニ
ュ
ー
ス
》
で
、
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ブ
ラ
イ
ト
は
、
ク
レ
ー
の
作
品
が
、
「
エ

イ
リ
エ
ル
」
で
あ
り
、
常
に
軽
快
に
踊
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
「
魔
術
師
」
の
よ
う
だ
と
言
い
、
そ
の

「
数
学
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
こ
う
ふ
れ
て
い
る
。

「
奇
妙
な
世
界
の
ふ
し
ぎ
に
彩
ら
れ
た
小
路
は
、
象
形
文
字
に
飾
ら
れ
て
い
て
、
わ
た
し
が
考
え
う
る
限
り
、
そ
れ
は
容
易
に
科
学
的

記
号
法
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
。
芸
術
家
は
明
ら
か
に
、
科
学
世
代
の
超
人
た
ち
を
あ
ざ
け
て
い
る
の
だ
。
」

そ
し
て
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
間
違
い
な
く
、
純
粋
か
つ
真
面
目
で
あ
る
が
、
険
し
く
も
あ
る
」
と
、
そ
の
形
態
と
構

＊
エ
イ
リ
エ
ル
（
向
昌
一
）
Ⅱ
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
の
〈
テ
ン
ペ
ス
ト
〉
に
で
て
く
る
空
気
の
精

５
 

シ
ェ
イ
ア
ー
は
一
二
月
五
日
付
の
手
紙
で
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
宛
に
、
こ
う
書
い
た
。

「
展
覧
会
に
は
、
た
く
さ
ん
の
観
客
が
あ
り
、
絵
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ダ
ニ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
バ
イ
ヤ
ー
も
で
す
。
こ
れ
は
絵

〈
青
の
四
人
〉
展
に
対
す
る
評
価
は
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
ま
ず
ま
ず
好
意
的
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
全

揺
れ
動
い
て
い
た
。

こ
の
手
紙
の
日
付
は
、
展
覧
会
一

た
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。

の
価
値
が
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
け
れ
ぱ
の
話
で
す
が
。
売
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
値
段
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
ウ
ォ
ー
デ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
、
少
し
売
れ
ま
し
た
。
」

そ
し
て
リ
リ
ー
・
ク
レ
ー
宛
に
も
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
こ
の
す
ば
ら
し
い
展
示
は
、
一
般
の
興
味
を
集
め
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
絵
を
買
い
た
い
人
は
、
お
金
を
払
い
た
く
な
い
の
で
す
。

こ
こ
で
の
経
験
か
ら
、
わ
た
し
は
値
段
を
下
げ
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
」

こ
の
手
紙
の
日
付
は
、
展
覧
会
中
の
三
月
一
日
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
一
一
通
の
手
紙
は
、
絵
の
売
行
き
が
、
か
ん
ば
し
く
な
か
っ

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
二
四
年
、
ド
イ
ツ
で
は
選
挙
に
よ
っ
て
、
保
守
党
員
が
社
会
主
義
の
多
数
派
を
締
め
だ
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う

し
た
新
し
い
政
治
的
体
制
下
で
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
破
壊
主
義
と
か
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
主
義
と
責
め
ら
れ
、
警
察
の
手
さ
え
入
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
九
月
に
入
り
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
内
閣
は
、
す
べ
て
の
教
職
員
に
戒
告
的
通
知
を
与
え
た
。
さ
ら
に
十
一
一
月
一
一
十
一
一
百
、

教
職
員
を
免
職
す
る
権
限
を
政
府
が
持
つ
契
約
書
に
署
名
し
て
の
み
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
継
続
は
可
能
だ
と
迫
っ
た
。

こ
の
政
府
の
姿
勢
に
強
要
さ
れ
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
一
九
二
五
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ウ
ハ

ウ
ス
は
デ
ッ
サ
ウ
で
再
出
発
す
る
の
だ
。

シ
ェ
イ
ア
ー
は
、
展
覧
会
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
去
る
決
心
を
し
た
。
フ
ェ
イ
ニ
ン
ガ
ー
宛
の
同
じ
手
紙
の
な

か
に
、
「
こ
こ
で
の
仕
事
は
、
す
べ
て
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
ち
こ
ち
で
、
講
演
会

や
展
覧
会
を
す
る
つ
も
り
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。

〈
青
の
四
人
〉
展
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
頃
、
ド
イ
ツ
で
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
大
き
く
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死
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
）

だ
か
ら
、
わ
た
し
の
給
料
〈

書
い
て
い
る
。

を
ね
っ
て
い
た
の
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
睦

「
ワ
イ
マ
ー
ル
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
解
散
し
ま
し
た
結
果
、
冬
の
あ
い
だ
ク
レ
ー
と
わ
た
し
は
、
わ
た
し
た
ち
が
問
題
の
多
い
立
場
に
い

る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。
望
ま
し
い
解
決
策
は
わ
た
し
に
は
完
全
に
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ッ
サ
ウ
の
給
料
は
、

五
人
の
家
族
を
養
う
に
は
充
分
で
は
な
い
の
で
す
。
（
わ
た
し
の
援
助
が
な
け
れ
ば
、
ロ
シ
ア
に
い
る
親
戚
は
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
餓

「
す
で
に
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
四
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
さ
れ
ま
す
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
わ
た
し
た
ち

に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
バ
ウ
ハ
ウ
ス
全
体
が
、
も
し
か
し
た
ら
一
部
だ
け
が
、
ほ
か
の
都
市
に
移
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
わ
た
し
た
ち
全
員
が
離
れ
離
れ
に
な
る
と
し
ま
す
と
、
寂
し
い
こ
と
で
す
。
」

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
ク
レ
ー
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
属
し
て
い
た
の
で
、
経
済
上
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
ヤ
ウ
レ
ン
ス

キ
ー
は
体
調
も
悪
く
生
活
に
困
り
き
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
年
前
の
〈
青
の
四
人
〉
の
結
成
さ
れ
た
と
き
に
も
増
し
て
、
彼
ら
は

シ
ェ
イ
ァ
ー
が
作
品
を
一
枚
で
も
多
く
売
り
、
新
し
い
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓
す
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
の
だ
。

シ
ェ
ィ
ァ
ー
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
移
ろ
う
と
決
心
し
て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
一
九
二
五
年
、
ド
イ
ツ
で
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
収
集
家
オ
ッ
ト
ー
・
ラ
ル
フ
ス
が
、
〈
ク
レ
ー
・
ソ
シ
エ
テ
〉
と
〈
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
・
ソ
ソ
シ
エ
テ
〉

を
設
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ラ
ル
フ
ス
も
、
シ
ェ
イ
ア
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
芸
術
家
を
後
援
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ィ
ア

い

る
○ 

一
九
二
五
年
一
一
月
九
日
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
シ
ェ
イ
ア
ー
宛
に
、
こ
う
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
、
こ
う
伝
え
て

わ
た
し
の
給
料
の
ほ
か
に
、
別
の
収
入
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
数
人
の
収
集

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
一
九
一
一
五
年
六
月
二
十
四
日
付
け
の
手
紙
で
、
美
術
・
史
家
ヴ
ィ
ル
・
グ
ロ
ー
マ
ン
に
、
こ
う
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＜青の四人＞

ク
３
．
ニ
ラ
１
Ｊ
、

非
す
る
〉
芸
術
家
た
ち
の
作
同

一
け
る
現
代
美
術
の
交
流
」

ユニ
こ
」
さ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。

家
の
助
け
に
は
な
っ
て
も
、
わ
た
し
に
は
何
の
助
け
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
」

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
最
初
の
教
授
と
し
て
招
聰
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
も
、
教
職
を
退
い
た
た
め
、
作
品
の
売
上
げ
に
、
い
っ
そ
う
期
待

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ェ
イ
ア
ー
は
一
九
一
七
年
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
の
コ
ー
ル
レ
ィ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ヤ
ゥ
レ
ン
ス
キ
ー
の
展
覧

会
を
企
画
し
て
以
来
、
多
く
の
展
覧
会
を
手
が
け
、
彼
の
作
品
の
宣
伝
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
一
九
一
一
一
一
一
年
は
、
ド
イ
ツ
の
経
済
状
況
の

悪
化
が
、
も
は
や
ど
う
し
よ
う
も
な
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
。

シ
エ
イ
ア
ー
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
逆
手
に
と
っ
て
利
用
し
た
。
〈
青
の
四
人
〉
を
結
成
し
、
そ
れ
に
よ
り
彼
女
は
、
ド
イ
ツ
に
存
在

す
る
芸
術
家
た
ち
の
作
品
を
国
際
舞
台
に
運
び
だ
し
、
多
く
の
新
し
い
観
客
に
披
露
し
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
旧
大
陸
と
新
大
陸
に
お

け
る
現
代
美
術
の
交
流
に
役
立
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
女
流
詩
人
で
収
集
家
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ス
タ
ィ
ン
の
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
に
思
い
起
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